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専門分野  数値シミュレーションによる気候変動予測研究
              海洋物理学・気候力学

◼ 国産気候モデルMIROC6開発統括、気候シミュレーション研究の推進

◼ 最新の科学的知見の提供により、IPCC第6次評価報告書へ貢献

◼ 文部科学省委託事業「気候変動予測先端研究プログラム」など、IPCC

次期報告書/Global StockTakeなどへつながる研究開発へ従事

MIROC6で再現された水温や雲の分布



文部科学省委託事業「気候変動予測先端研究プログラム」

気候変動適応策・脱炭素社会の実現に向けた緩和策に活用される科学的根拠を創出・提供

模式図は羽島知洋@JAMSTECより提供

◼ 衛星データを活用した森林火災モデルの共同開発と、火災と気候変動との相互作用研究を実施

◼ 長期衛星観測データにより、ESMの性能を評価。予測の不確実性や誤差を低減

ESMの開発・応用により、

◼ 地球環境の応答理解

◼ 必要な排出削減量の評価

などに取り組む

との連携研究

地球システムモデル (ESM)

=   物理気候モデル 

+  生態系を含む物質循環
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専門分野

地球科学

特に水文学、気象学

リモートセンシング

衛星データ解析・活用

地理情報科学（GIS）

空間データ分析・可視化

国際プロジェクト実績

フィリピン・ベトナムをはじめとする東南アジア、欧州での大規模実証プロジェク
トを推進

IRRI NARO JICA

農地活用事業

アクタバ
耕作放棄地を検出する農地パトロールアプリ。パトロール人員の割り当て、進捗・判定結果の管理ができます

デタバ
作物の種類を検出する作付け調査用アプリ。作付けされた作物を目視確認する自治体業務を効率化

ニナタバ
農地所有者と作り手・担い手を繋げる農地マッチングサービス。衛星データ解析とGIS技術で農地集約を支援

アグリイノベーション事業

アグリインサイトマップ
農地を空間的に解析・可視化し、pH、CEC、全炭素、全窒素など9つの解析項目で土壌特性を把握

カーボンインセット
サプライチェーンに農地を有する企業（食品・飲料メーカー等）に対し、農地由来のGHG削減戦略を策定

カーボンクレジット
農地由来のカーボンクレジット創出、プロジェクト管理

Verra基準に準拠した技術開発

環境保全・再生型農業資材
バイオ炭やバイオスティミュラント等の効果測定・試験圃場設計

SBTi-FLAG排出量算定 土壌有機炭素モデリング 農地土壌解析モデル提供



将来における気候変動および社会課題
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気候変動 社会課題

出典）宙畑 食料自給率200%の北海道が推進する衛星データ利活用の今と展望

• 気温や海水温の上昇
 （2100年で最大5.7℃気温上昇※）
• 異常気象の増加 など

※IPCC AR6：化石燃料依存＆気候政策なしの場合（SSP5-8.5）

• 少子高齢化、労働人口の不足
（2065年には2.6人に1人が65歳以上）

• 生産性の低迷、インフラ老朽化、地域過疎、国際情勢不安定化 など



• 民間による技術開発
• JAXAからの技術移管

将来における気候変動および社会課題を見据えた地球観測の在り方の例
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民間
(衛星データ
サービサー等)

研究機関
（JAXA等）

• 社会ニーズに対するサービス提供・収益化
• 技術開発・成熟、人材育成・創出

→社会課題解決・宇宙産業拡大

• 気候変動科学研究の地盤となる観測データの提供および研究・情報化
• 技術的・コスト的ハードルの高い新規研究開発
• 公共性の高い情報・システムの提供（災害時観測、防衛など）

2025年  2030年  2035年  2040年  2045年  2050年  2055年

気候変動

社会課題

• 気温や海水温の上昇（2100年で最大5.7℃気温上昇※）
※IPCC AR6：化石燃料依存＆気候政策なしの場合（SSP5-8.5）

• 異常気象の増加 など

• 少子高齢化、労働人口の不足（2065年に2.6人に1人が65歳以上）
• 生産性の低迷、インフラ老朽化、地域過疎、国際情勢不安定化 など

宇宙戦略基金 (最大10年)

国・公共団体
• 政策運営
• 緩和策/適応策の検討・実装

• 緩和策による気候変動緩和
• 適応策による被害低減
• 民間サービスによる生産性向上

技
術

・
情

報
の

提
供

気候レジリエント
かつ持続的に
発展可能な社会
の実現へ
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